
新 2010(平 成22)年 11月 1日 <6>聞関 西 楽

息
の
合

っ
た
歌
唱
と

〃凝
縮
〃
の
演
出

第
１９
回
み
つ
な
か
オ
ペ
ラ

「
マ
リ
ア

ｏ
ス
ト
ゥ
ア
ル
ダ
」

川
西
市

。
み

つ
な
か
ホ
ー
ル

を
舞
台
に
し
た

〃
み

つ
な
か
オ

ペ
ラ
〃
が
今
年
、
上
演
し
た
の

は
ド

ユ
ゼ

ッ
テ

ィ
の

「
マ
リ
ア

・
ス
ト

ゥ
ア
ル
ダ
」
。
ザ

・
カ

レ

ッ
ジ

・
オ
ペ
ラ

ハ
ウ
ス
管
弦

楽
団
、
み

つ
な
か
オ
ペ
ラ
合
唱

団
と
、
指
揮

・
牧
村
邦
彦
、
演

出

・
井
原
広
樹
ら
の
ス
タ

ッ
フ

が

こ
れ
ま

で
の
蓄
積
を

生
か

し
、
凝
縮
の
舞
台
を
作
り
上
げ

た
。
物
語
の
背
景
に
は
１６
世
紀

後
半
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
、
そ
の
背
後
に
あ

る
フ
ラ
ン
ス
、
さ
ら
に
カ
ト
リ

ッ
ク
と
そ
れ
か
ら
の
自
立
を
図

る
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
の
対
立
な

ど
が
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
女
王

エ
リ
ザ
ベ
ス
（
エ
リ
ザ
ベ

ッ
タ
）

の
命
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
女

王
メ
ア
リ
ー

（
マ
リ
ア

・
ス
ト

ゥ
ア
ル
ダ
）
が
斬
首
さ
れ
る
と

い
う
ド

ロ
ド
ロ
し
た
宮
廷
暗
闘

劇
だ
が
、
オ
ペ
ラ

（
Ｆ

・
シ
ラ

ー
の
原
作
を
Ｇ

・
バ
ル
ダ
ー
リ

が
台
本
化
）
で
は
そ
れ
を
愛
と

嫉
妬
の
苦
悩
を
軸
に
展
開
す
る

ド
ラ

マ
に
構
成
、
オ
ペ
ラ
に
も

っ
て
こ
い
の
物
語
に
変
容
さ
れ

て
い
る
。

自
分

へ
の
刑
の
不
当
を
強
く

訴
え
る

マ
リ
ア

・
ス
ト

ゥ
ア
ル

ダ

（
尾
崎
比
佐
子
）
と
、
彼
女

の
死
刑
執
行
令
状

へ
の
署
名
で

苦
悩
す
る

エ
リ
ザ
ベ

ッ
タ

（
並

河
寿
美
）
が
ド
ラ

マ
の
中
心
。

そ
の
周
辺
に
は

エ
リ
ザ
ベ

ッ
タ

に

〃
署
名
〃
を
迫
る
廷
臣
セ
シ

ル
卿

（
花
月
真
）
に
対
し
、

マ

リ
ア
の
恩
赦
を
必
死
に
働
き
掛

け

る

レ

ス
タ

ー
伯

ロ
ベ
ル
ト

（
松
本
薫
平
）
が
い
る
。
レ
ス

タ
ー
伯
と

マ
リ
ア
は
互
い
に
思

い
を
抱
く

一
方
、

エ
リ
ザ
ベ

ッ

タ
も
レ
ス
タ
ー
伯
に
思
い
を
寄

せ
て
い
る
。
こ
の
構
図
に
、

マ

リ
ア
を
擁
護
す
る
穏
健
な
廷
臣

タ
ー
ル
ボ

ッ
ト
卿

（
雁
木
悟
）

や
、
マ
リ
ア
の
侍
女
ア
ン
ナ
（
自

石
優
子
）
が
絡
む
。
こ
の

一
見
、

錯
綜
し
た
関
係
を
井
原
演
出
は

〃
対
立
〃
を
強
調
し
た
配
置
で

手
際
よ
く
整
理
し
た
。

簡
潔
で
構
成
舞
台
風
な
装
置

（
ア
ン
ト

ニ
オ

・
マ
ス
ト
ロ
マ

ッ
テ
イ
）
の
効
果
も
あ

っ
て
、

特
に
第
１
幕
第
２
場

〃
フ

ォ
ル

テ
リ
ン
ガ
城
〃
で
は
左
側
に

エ

リ
ザ
ベ

ッ
タ
と
セ
シ
ル
や
そ
の

手
勢
、
右
側
に
は

マ
リ
ア
と
レ

ス
タ
ー
伯
、
そ
の
手
勢
が
立
ち
、

互
い
に
対
立
す
る
主
張
を
歌

っ

て
凄
絶
な
ド
ラ

マ
を
展
開
。
第

２
幕
第
２
場
で
は
自
分
の
死
を

受
け
入
れ
る

マ
リ
ア
を
中
心
に

ま
さ
に

〃
浄
化
〃
を
作
り
だ
し

た
が
、
そ
の
第
２
場
で
は

マ
リ

ア
側
の

「
こ
の
処
刑
は
イ
ギ
リ

ス
に
と

っ
て
拭
い
去
る
こ
と
の

で
き
な
い
恥
」
と
の
非
難
に
対

し
、

エ
リ
ザ
ベ

ッ
タ
側
は

「
こ

れ
で
イ
ギ
リ
ス
の
敵
は
い
な
く

な
る
」
と
歌
う
。
カ
タ
ル
シ
ス

は
壊
さ
れ
、
そ
の
対
立
は
解
消

さ
れ
な
い
ま
ま
幕
と
な
る
。
強

い
印
象
を
受
け
る
の
は
こ
の
現

代
劇
風
の
結
末
も
あ
る
が
、
凝

縮
し
た
演
出
や
、
歌
手
陣
が
彫

り
の
深
い
的
確
な
歌
唱
で
舞
台

を
引
き
締
め
た
こ
と
、
さ
ら
に

こ
の
ホ
ー
ル
に
見
合

っ
た
響
き

を
巧
み
に
作
り
出
し
た
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
患
の
合

っ
た
作
業
な

ど
も
成
果
の
大
き
な
要
因
だ
ろ

う
。

（
９
月
１９
日
、
み

つ
な
か
ホ
ー

ル
）
　

　

　

　

（嶋
田
邦
雄
）
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